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皆さん、こんにちは。羽生善治です。司会

の方からもお話がありましたように、私は将

棋の棋士として、ことしがちょうど２０年目

ということなんですね。それで、ちょうどそ

の節目のいいときに、王座戦の連覇を更新す

ることができたということで、大変うれしく

思っています。 

ただ、連覇の初めのころは昔というか前の

ことなので、忘れているところもあるんです。

積み重ねてきた中でやはりかなり危なかった

というか、薄氷を踏む思いというか、そうい

うことは何回かあったので、ずっと安定して

これたというわけではなくて、かなりツキに

も恵まれたとか、めぐり合わせのよさにも恵

まれたというところもあるのではないかなと、

自分では思っています。 

ただ、なかなか一からやるのは難しいこと

なので、せっかくの大事な記録なので、これ

を大切にして、また次に臨んでいきたいと思

っています。 

先ほど大山先生の話も出ましたけれども、

時代背景とか、制度とか、昔と今とでは若干

違うところがあるので、なかなか比較するの

は簡単なことではないと思うんですが、自分

自身の中では少しでも近づけるように努力し

ていければいいなというふうに思っています。 

いま、３６歳なんですけれども、スポーツ

の世界と違って、将棋の世界はまだ息長く活

躍できるというか、続けることができる年齢

なので、これからまた新しい境地といいます

か、自分なりのよさとか長所とかというのを

見つけ出し、発掘してやっていければいいか

なと思っています。 

簡単ですけれども、最初のごあいさつにさ

せていただきます。  

 

（質疑応答） 

 

木村亮（日経） 今回、羽生王座が１５連

覇という記録を達成しました。弊社の主催す

る棋戦ということで、僣越ながら私が代表質

問をさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

１５連覇は、大変な記録なんですけれども、

１つに相性のよさみたいなものがあると思う

んです。その相性のよさを示す出来事が今回

ありまして、質問じゃないんですが、ちょっ

とご報告しておきたい。 

今期、羽生さんが３連勝で１５連覇を果た

したんですけれど、３局目の終わった手数が

１３０手だったんですね。１３０手というの

はどういう意味があるかというと、弊社がこ

とし創刊１３０周年で、将棋の王座戦でもい

ろいろイベントをやって、１３０面指しとか

もやっていまして、それで、１３０という数

字がちょっと頭にこびりついていたわけなん

です。羽生先生は、９月２７日、ご自身の誕

生日にこの記録を達成されたということで、

この棋戦とは非常に相性がいいんだなという

ことを感じた次第であります。 

１５連覇というのがすごいというのは、大

体おわかりだと思うんです。これまでは大山

名人の名人戦１３連覇という記録がありまし

て、それを去年の王座戦ですでに更新されて

いたわけです。１５回勝ち続ける確率を、ち

ょっとこの間計算してみたんですけど、５分

と５分の勝負であると、３万２０００幾つか

分の１という数字になります。まあ、神の領

域かなという感じがするぐらいの数字であり

ます。 

そこでお聞きしたいんですが、１５連覇を

達成したいまの羽生王座と、１０年前に７冠

のタイトルを独占した当時の羽生さんと、ど

っちが強いんだろうという、ちょっと子ども

じみた質問から入りたいと思います。 

 

１０年前より選択肢が増えた 

 

羽生 これは、取材を受けたときに結構よ

く聞かれる質問なんですけど、いまの方が明

らかに選択肢が増えたという実感があるんで

すね。未知の場面に出会ったときに、それを

どういう状況ととらえて、どういうふうに打

開するか、どういうふうにそのピンチから脱

出するかとかの方法論とかアイデアというの

は、いまの方が確実にたくさん思い浮かびま

す。それは１０年前と比較しても明らかにそ

うですね。 

ただ、これが不思議なことに、じゃあ１０

年前の自分と勝負をして勝てるかどうかとい
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うと、またちょっと別の話だと思っているん

です。というのは、いまはそういう意味でい

ろんな選択肢ができたんですけど、その選択

肢ができた分、迷ったり、ためらってしまっ

たり、失敗を恐れてしまったりということが

あります。 

そういう気持ちの面といいますか、最後の

決断の部分で、かなり選択を迫られるという

か、いろいろ考えて悩んでしまうということ

が多くて、１０年前のときの方が、むしろそ

ういう選択肢が少なかった分、何も考えずに、

怖いもの知らずで前へ進んでいって、それが

いい意味で、勢いとか流れとか、そういうも

のを生んでいたのではないかなというふうに

思っています。 

ですから、結論としては、勝負をすればわ

からないんですけれども、ただいまの方が、

将棋というものへの理解がより深まっている

というふうに思っています。 

 

木村 選択肢というお話があったんです

けど、単純に考えて、将棋の場合ですと、い

ろんな戦型がありますよね。大きく分けると、

居飛車と振り飛車というような選択肢があっ

て、その中にまた選択肢が、新しい戦法とか

いろいろあると思うんです。羽生王座の場合

ですと、いろんな戦型を指しこなすというん

でしょうか、別に１つの戦法に決めて指すと

いうことは全くないわけですね。そういうタ

イプの棋士が、棋士によっては特定の戦法を

得意とする「スペシャリスト」と呼ばれるよ

うな棋士と対局することがあるんですけれど

も、そういう棋士と対局してもよく勝ってい

るわけです。 

そこで、スペシャリストに勝つのに羽生王

座としてどれだけの研究をどういう形でして

いるのか、というようなことをお聞きしたい。 

 

スペシャリストには正面からぶつかる 

 

羽生 いま、将棋の世界も非常に細分化し

ているというか、体系化しているということ

があって、ものすごく細かいところまで研究

とか分析が進んでいます。いわゆる「スペシ

ャリスト」と呼ばれる人は、本当に場合によ

っては、詰みという終わりの場面まで研究し

ているということもあるんです。 

ただ、将棋の世界というのは、結構閉じら

れた世界というか、狭い世界でやっているの

で、未知の人と対戦するということは基本的

にないわけです。だれがどういう将棋を指し

てどういうやり方でやってくるかというのは、

お互いよくよく知り尽くしているということ

なんです。ですから、たまに奇襲戦法みたい

なことをかけて、それでうまくいくときもあ

るんですけど、それはただ１回うまくいった

というだけで、その後何回も通じるわけでは

ないということです。 

そういうスペシャリストと対戦するとき

には、一回逃げるということはできるんです

けど、それから先も何十局も、何十年も戦い

続けていかなくてはいけないので、やっぱり

基本的には正面から一番相手の得意な形にぶ

つかっていかなくてはいけないなというふう

にも思っています。 

ただ、いまは本当に情報化の時代なので、

あっという間に新しいアイデアとかも広まる

ので、徹底的に調べて分析して対策を立てら

れるという面があります。それはそれでかな

り大変なことなので、立てやすいとまではい

わないですけど、かなりそういうデータみた

いなものは集めやすいので、それを参考にし

て対局するという感じですね。 

だから、私自身の感触としては、スペシャ

リストというのは、１人で１００人と対戦し

ているという感じなんですね。つまり１人で

その形のすべてを網羅して、それに対して相

手の人はどういう戦法でやってくるかわかっ

ているわけですから、棋士が百何十人います

ので、その百何十人の分析とか研究に打ち勝

てるという自信がないと、まあできないとい

うことなのではないかなと思っています。 

 

木村 将棋界の方というのは、ニックネー

ムというんですかね、いろんな戦法に棋士の

名前をつけたりというのがわりと好きな業界、

という言い方は変ですけれども、そういうと

ころがあると思います。谷川先生の「光速の

寄せ」とか、あるいは「藤井システム」とか

いったものです。 
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羽生先生の場合ですと、有名な「羽生マジ

ック」というものがあるわけです。何でマジ

ックかというのは、僕らも中身までは全くわ

からないんですけども、恐らくほかの棋士が

あまり思いつかないような手で、形勢不明の

将棋を有利にもっていったり、あるいは逆転

したりというようなことではないかなと、勝

手に想像しているんですが。そういう、他の

棋士が思いつかないような手をどうやってひ

ねり出しているのかを、もともと発想が違う

のか、あるいは自分の手を読み尽くした後に

浮かんでくるのか。そのあたりの考え方の一

端をお聞かせ願いたいんですが。 

 

８０通りのうち２､３通りしか考えない 

 

羽生 自分の中では、取り立てて変わった

手をやっているというつもりはないんですね。

一番平凡な手というか、普通の手を指してい

くというのが一番いいと思っているので、極

力普通の手を指そうということは意識してい

ます。 

ただ、自分が思っている普通の手と、周り

の人の思っている普通の手というのは、ここ

に若干の感覚の差というか、ぶれというか、

そういうものはあるのかなというふうにも思

っています。１つの場面で思いつく手は、プ

ロだったら、みんなほとんど違いはないと思

うんですけど、何を選んでいくかというのは、

１０回とか２０回とか３０回と積み重ねてい

くと、人の個性、違いとなって出てくるのか

な、というふうには思っています。 

ただいつも本当に思っているんですが、考

えているといっても、実際、１つの場面で８

０通りぐらいあるんですけど、考えている手

は、その中のせいぜい２通りとか３通りの手

しか考えていないんですね。で、相手のその

次の手も８０の中の２通りとか３通りの手し

か考えていなくて、そうやって結構ものすご

い手数になってしまうんです。  

ですから、考えているといっても、本当に

全体から見ればほんのわずかな小さい部分で

しか考えていないということなので、残りの

７０何通りの中に、おもしろい手とか、今ま

で見つけていなかった手とか、そういうもの

が隠されているのではないかな、そういうも

のも意識して見つけていけたらいいな、とい

うことは思ってはいます。 

 

木村 今回１５連覇ということなんです

けど、通算のタイトル獲得が６５期というこ

とです。中原永世十段の記録がいままで６４

期で、これは２位だったんですが、それを抜

いて単独２位になったということで、これも

大変な記録であります。１位がだれかという

と、やっぱり大山名人で、これが８０期です

ね。羽生先生のこれまでの平均ペースでいく

と、あと４～５年で追いつくのではないかな

と、勝手な想像はしておるんですけれども。 

大山先生の場合は、相手をみて指し手を変

える、とよくいわれます。盤外戦術を含めて、

前夜祭のときに相手より余分に食事をして威

嚇するとか、いろんなエピソードをうかがっ

ています。羽生王座の場合に、相手をみてあ

る程度指し手を変えるとか、あるいは盤外で

何か意識しているとかというようなことはあ

るんでしょうか。 

 

相手の癖や習慣で手を使い分けず 

 

羽生 もちろん例えば、相手の人がどうい

うタイプとかというのは、対局の前に調べた

りということはします。ですから、明らかに

こういう手で、こういう作戦で来るだろうと

いう予想がついていれば、それに対して対策

を立てるということはあるんです。ただ、癖

とか習慣とか、そういうのをみて、そこで手

を使い分けていくということは、私は全くし

ないですね。 

相手がだれであれ、例えば、１つの場面で

自分が考えるベストだと思われている手を指

していこうといつも思っているので、この人

だからこういう手で行こう、こっちの人のと

きは手を変えるというようなことはあまりと

いうか、ほとんどしないです。そこがちょっ

と大山先生とは違うところかな、というふう

に思っています。 

私も大山先生とは１０局ぐらい公式戦で

指しているんですけど、やはりそういう独特

の洞察力とか、観察力とかいう、勝負どころ
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を見きわめる力とか、そういうものは卓越し

たものがあるな、と思いました。また、実際

対局してみて、勉強になったというか、ため

になったというか、そういうことはあります。

だから、全くそういうやり方を否定している

わけではないんです。 

 

木村 ピーク時の大山先生と、いま対局し

たらどうでしょうか。 

 

いまの将棋は序盤で差がつく 

 

羽生 １つは、いまの将棋というのは、出

だしがすごく変わりました。全盛時代の大山

先生といえども、序盤戦でかなり差をつけら

れてしまうだろうなということはあると思い

ます。 

相撲に例えると、立ち会った瞬間に両回し

をがっちり押さえられてしまうような、そう

いうのがいまの将棋です。両回しを押さえら

れてしまうと、もう力を出したくても力が出

せないということがあると思います。それを

除けば、本当に乱戦というか力戦というか、

定跡とか研究から離れた場面で、力比べとい

うような感じの展開になったときは、やはり

今でももちろんトップクラスの実力だったん

ではないかなと思います。 

 

木村 ちょっと話が飛ぶんですけど、最近、

コンピューターのソフトが相当力をつけてき

ているという話があります。終盤のかなりぎ

りぎりの局面で、コンピューターがプロより

先に詰みを発見したとか、そんな話も聞きま

す。コンピューターがそこまで来ているとい

う現実の中で、今後の可能性としてもっと強

くなって、プロと互角にやれるのかどうかわ

かりませんけども、そのくらいのレベルまで

来たときに、将棋界というのは変わるのか、

あるいは変わらないのか、そのへんのところ

をお聞かせください。 

 

人間とコンピューターの強さは異質 

 

羽生 基本的に、やっぱりコンピューター

の世界でハードは必ず毎年毎年進歩していく

ので、それに比例して強くなっていくという

ところはあると思いますね。ですから、将棋

に関していえば、最後、詰みの場面、詰め将

棋なんかでは、人間をはるかにしのぐ力を持

っている。計算する能力も突出している。 

ただ、判断する能力にまだ改善する余地が

あると思います。だから、計算処理能力だけ

でこれからもどんどん強くなっていくのか、

あるいは人間と同じような判断とか見切りと

か、見きわめですね、そういうもので強くな

っていくのかというのは、結構興味がありま

す。いまの感じからすると、人間の持ってい

る将棋の強さとコンピューターの持っている

将棋の強さというのは、多分、異質のまま進

んでいくのではないかというふうに思います。 

どういうことかというと、アマチュア５段

の人を仮に例にとった場合、人間のアマチュ

ア５段の人は、序盤も中盤も終盤も、平均し

て全部バランスがとれて、それだけの実力が

あります。コンピューター５段の場合は、序

盤が初段ぐらいで、中盤が２～３段ぐらいで、

終盤になったら突然プロ級みたいな感じの、

非常にアンバランスというか、異質な強さで、

総合的に５段というような感じだと思うので、

かなりそういう形のまま行くのではないかな

というふうに思っています。 

コンピューターの場合は、いわゆる人間の

持っている知覚というか、生理的に考えたく

ないところを取り除くという発想がないので、

そういうところから、また何か違う可能性み

たいなものも出てくるのではないかなという

ふうにも思っています。ただし、これから先

どうなるかというのは、私自身もよくわから

ないというのが実感です。 

 

木村 羽生先生はご存じのとおりチェス

が大変お得意で、チェスとコンピューターも

また結構トップ同士で勝負したりしています

けれども、そのへんとの絡みでいくとどうな

んでしょうか。 

 

チェスには膨大なデータの蓄積がある 

 

羽生 チェスとコンピューターの場合は、
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膨大なデータベースを持っているというのが

強さのもとですね。例えば序盤でいえば、何

百万局という実戦データが入っていて、終盤

も駒数がどんどん少なくなってきますから、

残り５枚になれば完全に正しい答えを見つけ

られるということがあると思います。やはり

そういう蓄積というか、知識としての容量と

いうか、それがあるというのが１つ大きな強

みであるとは思っています。 

だから、そういう面ではちょっと将棋の世

界とは違うところがあるのかなというふうに

は思います。将棋の世界はまだまだそれほど

膨大な量のデータもないですし、終盤の体系

化というか、分類が、駒の数が少なくならな

いためにできないというところがあるので、

そのへんは多分チェスの世界とは違うところ

かなというふうには思っています。 

 

木村 ことし、将棋界では名人戦問題が大

変話題になりまして、毎日か朝日かというよ

うな話がずっと取りざたされたわけです。そ

の中で、いま一応の結論が出た格好にはなっ

ているんですが、そのことで羽生王座が発言

すれば、世間が相当注目するだろうなという

ことがかなり想定される状況の中で、あえて

ご自分の考えを明らかにされたというふうに

思うんです。そのあたりの理由、あるいはい

まはまだ結末ではないんですが、落ちつきそ

うな方向についてどう考えていらっしゃるか、

お聞きしたいです。 

 

名人戦は大きな財産 

 

羽生 将棋連盟の臨時総会が８月１日に

あったんですけど、やっぱりその前にいろん

な人から尋ねられる機会が多かったので、い

ろいろな憶測を呼ぶよりは、自分の中ではっ

きりしておいた方がいいのではないかなとい

うような判断をしたということは１つありま

すね。 

ただ、それによって思いがけない方向に進

んでいくとか、またそれが波紋を呼ぶという

のは、あんまり本意ではないことでした。 

いまは、共催の方向で話が進んでいるとい

うことなので、そういう意味では棋士の１人

として大変ありがたいなというふうに思って

います。名人戦はもともと江戸時代の家元の

称号で、長い歴史と伝統を誇っているもので

すから、将棋界にとっても大変大きな財産と

いうか、受け継いでいかなくてはいけないも

のなので、それを大切にして、いい方向に進

めていかなければいけないなというふうに思

っています。 

 

中島勝（ＮＨＫ） 昔から考えていて、答

えがないものですから、いい機会なので、女

性プロ棋士について羽生先生にうかがいたい

んです。何でこんなに男女の実力差が歴然と

しているのか。ゴルフの世界では、例えばミ

シェル・ウィーとか宮里藍さんなんかが、男

女イーブンで挑戦して、みんなはじき返され

ていますけれども、これは体力差というもの

があるだろうということで説明はつくんです

が、将棋については、体力勝負なのか。頭脳

の勝負だとすると、何でこんなに差があるの

か、羽生先生はどういうふうに説明なさるの

か、ちょっとうかがいたいと思います。 

 

強くなる方法論が確立していない 

 

羽生 恐らくまず最初にいえるのは、やっ

ぱり将棋を指している人の男女の比率が全く

違うということ。女性の数が圧倒的に少ない

ということが１つあると思いますね。ですか

ら、もっと女性で将棋を指す人が増えてくれ

ば、それこそ男性と互角に戦える女性のプロ

の人というのも当然あらわれるということは

あると思います。 

もう一つは、いままでどうやったら強くな

れるかという、その方法論みたいなものが、

実はまだ将棋の世界にはできていなかったの

ではないかな、と。例えば、ゴルフの世界で

したら、非常にたくさんの競技人口もいて、

たくさん教える人もいるので、メソッドとい

うか、こういうふうにやればこういうふうに

うまくなる。例えば、女性を伸ばすとなった

ら、こういう練習をすればいいとか、そうい

う理論とか方法論というのがかなり確立され

ているんではないかな、と。 

将棋の世界はまだまだそういうところが
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未整備というか、きちんとしたものができて

いないという、その２点が大きいのかなとい

うふうには思っています。 

ですから、もともと潜在的な力というか、

能力とかということとは、私は全然関係がな

いことだと思っているので、１０年先になる

か、２０年先になるかわからないですけど、

やがてそういう人が必ずあらわれるだろうと

思っています。 

 

森田昌芳（中日新聞出身） 先生の応援団

の１人として、これからのご活躍をお祈りし

ております。 

きょうは２つの点に絞って、ちょっとお考

えをうかがいたいと思います。１つは、先生

のご本の『決断力』の中で、おや？と思った

箇所があったので、もうちょっと説明しても

らえればと思います。それは、将棋の世界は

狂気の世界である、と。狂気の世界で、これ

に入ったらもう出られない。入り口はわかる

けど、出口がわからない。だから私は、入り

口はわかってるけど、入るのをためらってい

るというような趣旨の文章がございました。 

私はアマチュアの１人として将棋を楽し

む程度なんですけれど、将棋は奥深い世界で

あるということは、指してみて何となくわか

るような気がするんです。駒の変化は１０の

２００乗とか、天文学的な数字ですから、非

常に複雑で奥深いものだというのはわかりま

すが、狂気の世界というのは、初めて聞いた

ようなわけで、この点についてちょっとご説

明いただきたいというのが１点です。 

もう一点は、将棋の国際化の問題なんです

けど、囲碁に比べると大分見劣りがすると思

います。ただ、欧米、アメリカ、中国、あち

こちで同好者がだんだん増えつつあるようで、

これからある程度はいくと思いますけど、先

生は、国際化についてはどういうお考えを持

っていらっしゃるのか。 

  

少しずつ普及していくのが一番いい 

 

羽生 まず最初の質問についてですが、要

するに、将棋というのは、いつでもどこでも

考えようと思えば考えることができるんです

ね。頭の中でその場面を浮かべて駒を動かせ

ば、いつでも、眠っている時間以外は考え続

けることができる。ですからある意味、すべ

てそこで世界が完結してしまうというか、そ

れだけをずうっと考えていると、そちらがそ

の世界そのもの、現実のいまいるここの世界

とはまた別の世界そのものというところがや

っぱりあって、それだけちょっと引き込まれ

るというか、考え出すと切りがないというか、

時間が幾らあっても足りないということがあ

るので、そういう奥深さとか深遠さというの

をやっぱり感じるときがあります。 

ですから、もちろんそれでどんどん打ち込

んで、深く深くきわめていくというような姿

勢も大事だとは思うんですけれども、私自身

の場合は、本当に対局のときとか、真剣に研

究しなくてはいけないというときには、まあ、

一生懸命まじめに集中して考えて、できるだ

けふだんは将棋のことは忘れるようにしてい

る、そういうところはあります。 

ただ、本当にそれは、変な話ですけど、何

かおもしろい場面を１つ考え出してしまうと、

あっという間に１時間２時間はたってしまう

というようなところがあるので、そういう怖

さというか、魅力というのはあります。 

２つ目の質問ですが、歴史的に振り返って

も、日本の将棋というのは、最初はインドか

ら始まったわけなんですけど、アジアには１

国に１つその国の将棋があるということなの

で、そういう意味で、なかなか日本の将棋だ

けを広めていくというのは簡単なことではな

いのかなということ。また、文字が漢字なの

で、そのあたりもちょっと壁としてはあるの

かなというふうには思っています。 

ただ結構、知らぬ間に広まっているという

言い方は変なんですけれども、例えば、中国

の上海なんかの場合ですと、自然発生的に普

及していって、愛好者数が増えていったりし

ています。ウクライナもいま増えているとこ

ろの１つなんですけど。そういうところも、

別にこちらから何か働きかけをして広まった

というわけではないんですが、知らぬ間にと

いう言い方は変なんですが、そういう形で始

まっていって、少しずつではあるとは思うん

ですけど、これから先、広まっていくんでは

ないかなということを思っています。 
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将棋に興味を持つ外国人というのは、やっ

ぱり日本に興味を持っているという人が非常

に多いと思うので、日本の文化とか歴史とか、

そういうものとあわせて広まっていく形。急

にものすごく数が増えるというわけではない

と思うんですが、少しずつ普及していくとい

うか、少しずつ浸透していくという形が一番

いいのではないかな、というふうに思ってい

ます。 

 

森田 いまの話ですけど、将棋の駒を、例

えばチェスのように立体化してみるとか、そ

んなような工夫というのはあり得ませんか。 

 

羽生 いや、英語の文字で駒をつくってい

るというか、もう知らぬ間にやっているとい

う感じなんです。ですから、何ていうんでし

ょうかね、いまはそういう意味では、思わぬ

ところから広がりをみせていくんではないか

なという気はしているんですけど。 

 

森田 世界中にいろんな将棋があります

けど、多分日本の将棋ほどゲームとしてうま

くできているものはないんじゃないかと思う

んですね。私は、世界最高のゲームであると

いう宣伝がもうちょっとできるんじゃないか

という気がしてしようがないんですけども、

チェスなんかよりは圧倒的にすぐれています

よね、そう思いませんか。 

 

日本の将棋だけが異質 

 

羽生 異質ということなんですね。つまり、

日本の将棋だけが非常に異質なんです。だか

ら、例えばチェスと将棋を比較するとわかり

にくくなってしまうんで、そこに例えば中国

の将棋とか、朝鮮の将棋とか、タイの将棋と

かを入れると非常にわかりやすいんですけど、

それを全部比較したときに、日本の将棋だけ

突出して異質なんです。むしろ、そういうも

のは囲碁に近いぐらいの感じなんです、カテ

ゴリーで分類するとですね。 

どういうことかというと、つまり他のもの

は、基本的にどんどん積み重ねていって、ど

ちらが多いかという感じの勝負なんですけど、

将棋は、取った駒をまた再利用するという、

そういう特殊なルールをつくったということ

なので、それによって質が変わってしまった

というか、中身が大きく変わってしまったと

いうことはあります。 

ですから、それは先ほどの話のところに戻

るんですけど、日本に興味を持ったというと

きに、将棋というものに出会ったときに、異

質とか、すごくユニークな考え方や発想であ

るとか、そういうところが非常に色濃く反映

されているのではないかなというふうに思っ

ています。 

例えばルールでも、チェスの場合はどんど

ん駒の数を足していって強くして、駒の力を

強くすることによっておもしろさを維持して

いるんですね。でも将棋は逆で、どんどん駒

の数は減っていって、力を弱くして弱くして、

極限まで弱くして、それでもなおかつ興味が

尽きないというか、ぎりぎりのところまで削

っていく。 

だから、何か私は、短歌とか俳句と非常に

似ていると思うんですね。何かこう、いいた

いことを極力極限まで削っていって、その中

に万感の思いを込めるというか、気持ちを込

めるというところと、将棋のルールの生い立

ちとか形というのは、やっぱり非常に共通し

ているものがあるのではないかなというふう

に思っています。 

 

サクラ・ケージュ（ジャパンタイムズ） 

羽生先生と同い年ですので、すごく親近感を

持っています。私は、古武道の居合道という

ものを１１年やっているんですが、その中で、

よく自分の師匠に、大会とか昇段審査のとき

に、平常心がすごく大事といわれるんですね。

羽生先生は、名人戦とか、そういう大変な重

圧の中で平常心をどういうふうに保っている

のかということと、保つためにどういうとこ

ろを意識されているんですか。 

 

手を渡すぐらいの感覚が大事 

 

羽生 平常心というのは、常にそれを維持

すればベストなんですけど。やっぱり実際、

対局が始まって「お願いします」というとき



9 

は、きょうは落ちついて平常心で行こうと思

いますけど、なかなか最後までそれを維持す

るというのは難しいですね。 

 ただ例えば、何か手を考えていくときに、

強い手ばかりをやればいいということではな

いということが常にあるので、むしろ何かう

まく力を抜いて、手を渡すぐらいの感覚でや

ればいいというところがあると思います。 

将棋というのは、一手指した瞬間に自力が

消えてしまうので、その次の手は相手の好き

なようにできる他力なので、自分だけではも

うどうすることもできないとか、何もできな

いということ、そういうケースが非常によく

あるものですから、やはりそういう不安に打

ち勝って、身をゆだねるという言い方は変な

んですけど、そういう感覚を大事にしてやっ

ていけたらいいなということを思っています。 

もちろん厳しい勝負なので、一手一手厳し

い手が返ってくるんですけど、その中にやり

がいとか充実感とか、自分の能力を振り絞っ

ているというか、そういうものの中に、楽し

さとか、棋士としての意義とか、そういうも

のを見い出していくことが、ご質問された平

常心を保つことと非常に関連しているのでは

ないかなと思っています。 

 

長野章夫（ＮＨＫ出身） もう１０年以上

も前になりますか、このクラブに大山名人が

おみえになりまして、今日のようにお話しさ

れたことがあるんです。そのときに「対局前

に、何か心がけていることがありますか」と

お聞きしましたら、大山名人は例えば対局場

所の旅館に行ったときに、まず非常口の場所

だとか、廊下のつながり、出入口、トイレ、

そういうのも必ず全部調べる。そうすると何

か安心して対局ができるというようなお話を

されて、出席者がちょっとほっとしたという

か、あれっ？というような感じでうかがった

ことがあるんです。前の質問との関連にもな

りますけど、そのへんのところで羽生先生が

心がけていることがありますでしょうか。 

 

ずっと考えているわけではない 

 

羽生 ずっと考えているというわけでは

ないんですよね。ですから、例えば２日間の

対局があるといっても、朝から晩まで２日間

丸々考えているということはないんです。 

これは不思議なんですけど、２日間１つの

部屋に、同じ場所に居続けるという人はなか

なかいないと思うんですが、行った対局場が、

結構絵というか写真というか、そういう感じ

で頭の中に記憶として残っているんですね。 

だから、その場所にもう一回行くと、あ、

そういえば、前来たときは、だれだれと対局

して、いつごろで、こういう天気だったとか、

猫が昼寝していたとか、こういう夕陽だった

とか、１日そこの場所に居続けて、外の景色

とかも眺めているので、そういうことは結構

記憶に残っています。 

将棋のことよりも、何か全然関係ないこと

の方が記憶に残るというケースもよくあって、

この場所に行ったときには、お昼のメニュー

にこういうものが出てきたとか、全然関係な

いことを結構覚えていたり、そういうことは

ありますね。特にタイトル戦のときなんかは

そうなんですけど、まあ、ちょっと日常から

離れた、違う場所にやってきたという感覚は

すごくあります。 

 

伊波新之助（朝日出身） ぜひ永世名人を

近いうちにお取りいただけるようにお祈りし

ております。昨日は負けて、非常に残念でご

ざいましたが、頑張ってください。 

 

羽生 はい。 

 

伊波 精神の休養法と、それから勉強法。

勉強法については、７～８時間やるのは勉強

とはいえないんだ、もっとやらなくちゃ勉強

じゃないんだ、というふうに棋士の方でおっ

しゃる方もいます。それはやっぱりパソコン

が発明されて、非常に効率よくできるように

なったということでしょうか。それとも、そ

ういうことより、自分で考えることの方が大

事ということなんでしょうか。 

それから休養法ですが、先ほど、ふだんは

何もしないようにしていらっしゃるとおっし

ゃいましたが、例えば、名人戦により集中し

ようと思って、王位戦を軽くみるとか、そう
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いうようなことはなくて、目の前のことはや

はり全力を尽くすという、そういうやり方な

んでしょうか。 

それから、羽生さんが結婚されて、ちょっ

と調子が落ちたかな、と思ったときがありま

す。例えば、順位戦なんかに行くときに、「お

父さん、ごみ出してってちょうだい」なんて

いわれたら、やっぱりちょっと調子が狂うか

なというふうにも思うんですけれども、そう

いう影響はありましたでしょうか。 

 

ボーッとしているのは大事な時間 

 

羽生 まず、休養のことなんですけど、本

当に何も考えないでボーッとしているってい

うのがすごく自分の中では大事な時間という

か、大切な時間というかですね、そういう時

間があると、また次に考えるときに、考える

ゆとりが生まれるというか、余裕が生まれる

というか、そこでアイデアが浮かんだりとか

ということなので、何もしないというのは非

常に大事なことなのではないかなというふう

に思っています。ですから、休みのときなん

かはそういう時間をとるようにしたりはして

いますね。 

次の勉強法なんですが、いまは確かにすご

く情報化の時代なので、知識を学ぶことにか

なり時間をとられてしまうというのは、事実

としてあると思うんですね。これは最低限知

っておかなくてはいけない、常識として、知

識として、将棋のプロとして知っておかなき

ゃいけないというのがあるので、それを調べ

るのにある程度の時間を費やさなければいけ

ないということはあります。 

ただ、それはもちろん勉強にはなっている

んですが、それに多くの時間を費やしてしま

うと、そこから新たに分析して、自分なりの

評価を加えたり、アイデアを加えたりという

のができなくなってくるということもあると

思います。そういうことに多くの時間を費や

せば費やすほど先入観とかが生まれてしまう

ので、そのあたりの兼ね合いとかバランスと

いうのは、常にとり続けなければいけないな

ということは思っています。 

ですから、それは先ほど出た休養ともかな

り関連していることなんですけれども、そう

いう時間をとることによって、詰め込んでい

る知識というのをある意味で忘れて、またフ

レッシュな目で、自分はどう思うかというこ

とを考えるということはやったりしますね。 

結婚して、実は家事というのはほとんどと

いっていいぐらいしないというか、できない

んで、生活全般は全く変わらなかった、とま

ではいわないですけど、ほとんど変わらなか

ったというような感じはしています。 

棋士の生活というのは、かなりばらつきが

あるというか、日課みたいなものがないので、

最初、多分そういうのはどういう感じかとい

うのはわからなかったと思うんです。けれど

も、もう１０年たっていますので、そのへん

のところはすごくよく知っていて、理解して

いると思っています。例えば、対局の前、す

ごく考えたそうだなというようなときには、

静かにしているとかというのは、自然な配慮

としてやってもらっているという感じです。 

 

柴田鉄治（司会・企画委員：朝日出身） 私

は囲碁も将棋も大好きで、いつも囲碁と将棋

のことを一緒に考えているんですが、どちら

かというと将棋の方が好きなくらいなんです。

その将棋の方が好きな自分として、囲碁に比

べてちょっと残念だと思うことが２つあるん

ですよね。 

１つは、先ほど出た国際化の問題です。将

棋は世界一のゲームだと思います。世界に知

らせるのは、メディアの問題でもあり、そこ

にわれわれの役割もあるのかな、と思ってい

ます。 

もう一つちょっと残念に思うのは、ハンデ

ィキャップですね。つまり実力が違う人が戦

うときに、囲碁は石を置いていくわけですけ

ど、将棋はこまを落としていくわけですね。

ところが、二枚落ちになりますと、盤面の飛

車と角は２枚になっちゃうわけですね。そう

いうことで違う将棋になっていくという感じ

がしてしようがないんですね。ですから、も

っとハンディキャップというものをうまくつ

くりあげたら、将棋はもっと普及すると私は

常々思っているんです。 

 例えば、二枚落ちならば、飛車、角のど
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っちかは相手にあげて、駒を減らさないとか、

何かとにかく新しいハンディキャップという

のを羽生さんに、ぜひ考えていただきたいと

いうように思います。きょうは、このことだ

けは質問しようと思って来たんですけど。 

 

ハンディのつけ方は改良の余地あり 

 

羽生 確かにハンディキャップというの

はむつかしいですね。例えば、将棋を覚える

ときには、たくさん駒を落として指すわけな

んですけど、取れる駒が少ないので、実は勝

負がなかなか終わらないというケースがすご

く多くあります。そういう意味では、かなり

改良の余地があるのではないかなというふう

には思っています。 

例えば、角を落として相手にその角を持ち

駒として渡したら、大体２枚落ちぐらいの感

じというふうにはいわれています。そういう

ハンディキャップのやり方というのは、まだ

まだ工夫の余地はあるんじゃないかなという

ふうにも思っています。 

これは、先ほどちょっと話の出た、こうや

ればわかりやすく将棋を学んでいけるとか、

取っつきにくくなく自然に入っていけるとい

う方法論みたいなものをつくっていくのと重

なるところがあるんじゃないかなというふう

にも思っています。そういう意味では、かな

りいろいろと考えられると思います。 

例えば、駒落ちとかでも、いまは金とか銀

を落とすというのはないんですけど、飛車と

角だけ残して、それで対局するとか。そうし

た方がむしろ平手の将棋に近い感じなので、

実際、おもしろさというのは残ったまま次に

進んでいけるんじゃないかなという意味では、

まだまだこれから考えるところはたくさんあ

ると思っています。 

 

佐々木欽三（ＮＨＫ出身） 多分、木村名

人だったかと思うんですが、書かれた本に、

素人のかなりうまい、１級なり２級の人と、

プロの初段の差というのはものすごくある。

ところが、初段と８段の差なんていうのはほ

んのわずかで、ほとんど初段で実力が完成さ

れて、あとは選択の余地があるんだと。そん

なような例を引いていました。うん、そうい

うものかなとちょっと昔、思ったんですけど、

そのへんのところをうかがえればと思います。 

 

競技の質が変わった 

 

羽生 それこそ１局の単位でみれば、ほと

んど差はないというか、プロ同士だったら、

だれとだれがやってもかなりいい勝負になる

ということはありますね。ですから、それが

何十局とか何百局とかという単位になって、

やっと差が少しずつあらわれ始めるというと

ころがあると思います。 

あと１つ、いま将棋の世界では、ちょっと

競技の質が変わったということがあって、前

よりも結構短期決戦で勝負がつくようになっ

たという傾向があります。ですから、逆に、

若干力の差があっても、最初にリードを奪え

れば、結構そのまま逃げ切れるということも

あると思うので、そういう意味で、ルールは

変わっていないんですけど、競技の質が変わ

ったというところも関連しているんじゃない

かなというふうに思っています。 

ですから、そういう意味では本当に常に紙

一重の世界というか、際どいところで争って

いるというか、対局しているという実感はあ

ります。 

 

文責・編集部 


